








要約：[目的]クレチン症と先天性副腎過形成症スクリーニングの総合的な内部精度管理の

あり方について検討した。[方法]全国のスクリーニング実施 55 施設を対象として、検査

に関する検査台帳、検査機器の保守点検、統計的内部精度管理方法とともに、事務処理シ

ステムに関する受付、成績発行、さらに疑陽性児のフォローアップ方法についてもアンケ

ート調査を行った。[結果]検査システムに関する内部精度管理では、機器の保守点検は全

体の 50%しか実施されていなく、統計的内部精度管理の指標は昨年度の報告書で示された

項目のいずれかは 80%以上の施設で実施され、データ処理ソフトウェアの開発の困難さか

ら実施していない施設でもその必要性を認めている。事務処理システムでは受付・成績発

行業務では作業マニュアルが作成されチェック体制が確立されているのは 2/3 の施設であ

った。疑陽性児のフォローアップシステムは要再採血児の採血勧奨や要精査児の連絡調整

で 1/3 の施設で不備が認められた。[考案]わが国の上記内分泌疾患スクリーニングの内部

精度管理システムには、統一されたガイドラインがなく施設により大きく異なっているこ

とから、全国のどの施設でも実施可能で、精度の高いスクリーニングを行うための内部精

度管理ガイドラインの作成が必要である。


